
 

安安全全安安心心なな５５GG通通信信をを実実現現すするるたためめのの耐耐気気象象環環境境試試験験事事例例  
  

５５GG通通信信はは超超高高速速だだけけででははななくく、、「「多多数数接接続続」」、、「「超超低低遅遅延延」」とと

いいっったた新新たたなな機機能能をを持持つつ情情報報通通信信シシスステテムムととししてて注注目目さされれてて

いいまますす。。情情報報通通信信にに用用いいらられれるる電電波波はは、、””ママイイククロロ波波  ((33GG～～

3300GGHHzz))””やや””ミミリリ波波((3300GG～～330000GGHHzz))””がが使使用用さされれてていいまますす。。ここのの

よよううなな高高周周波波帯帯はは、、霧霧やや雨雨ななどどのの影影響響をを受受けけ、、アアンンテテナナ表表面面

にに付付着着ししたた水水膜膜やや着着雪雪にによよりり水水膜膜減減衰衰がが発発生生しし、、電電波波のの伝伝搬搬

状状態態がが大大ききくく変変わわりりまますす。。  

全全天天候候型型試試験験ララボボでではは、、雨雨やや霧霧、、雪雪とといいっったた単単一一気気象象環環境境やや、、

実実際際のの気気象象ののよよううにに刻刻々々とと変変化化すするる気気象象環環境境をを再再現現すするるこことと

ががででききまますす。。  

本本事事例例でではは、、55GG通通信信にに必必要要ととさされれるる降降雨雨、、霧霧、、着着雪雪状状態態のの評評

価価事事例例をを紹紹介介ししまますす。。  

  

  

  

55GG通通信信にに用用いいるるママイイククロロ波波、、ミミリリ波波はは水水膜膜減減衰衰とといいうう現現象象にによよりり、、周周波波数数がが高高くくななるるほほどど減減衰衰量量はは大大ききくくななりりまま

すす。。ままたた、、降降雨雨がが多多くくななるるほほどど減減衰衰量量はは増増加加ししまますす。。そそののたためめ、、アアンンテテナナ表表面面処処理理素素材材をを工工夫夫しし、、撥撥水水性性をを

高高めめたたアアンンテテナナ材材料料のの評評価価がが行行わわれれてていいまますす。。  

 
全全天天候候型型試試験験ララボボでではは、、1100mmmm//hh～～220000mmmm//hhままででのの降降雨雨量量をを再再現現可可能能でで、、アアンンテテナナ新新素素材材開開発発でで用用いいらられれ

るる水水膜膜減減衰衰評評価価にに役役立立ちちまますす。。  

・・試試験験項項目目：：  降降雨雨試試験験  

・・降降雨雨条条件件：：  11mmmm//hh～～1100mmmm//hh  

  

 
 
  

  

  

  

  

  

  

全天候型試験ラボ

５G通信技術開発のための評価事例

全天候型試験ラボ 全景 

降⾬試験（アンテナの評価） 

降⾬試験におけるアンテナへの⽔膜付着事例 降⾬の状態 全天候型試験ラボの降⾬試験 
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  LEAF No. KAI202206  LF18003 （記載内容は2022年5⽉現在のものです）

開発本部 開発プロジェクト  
  Tel:078-951-0972（神⼾・直） 
  Mail: info-awc@espec.co.jp 

製品の改良・改善のため、仕様および外観、その他を予告なく変更する 
ことがあります。あらかじめご了承ください。 

  

55GG通通信信はは、、河河川川ややダダムムのの水水位位情情報報ななどどををリリアアルルタタイイムム映映像像でで伝伝ええるるここととでで防防災災情情報報のの高高度度化化にに役役立立っってていい

まますす。。特特にに、、監監視視カカメメララでではは霧霧やや降降雨雨にによよるる影影響響をを受受けけなないい映映像像伝伝達達がが重重要要でですす。。  

本本試試験験ララボボでではは濃濃霧霧やや薄薄いい霧霧等等をを、、22mm単単位位でで制制御御可可能能でですす。。ままたた、、試試験験室室内内をを黒黒塗塗りりすするるここととでで霧霧やや光光のの

作作用用をを評評価価ししややすすくくししてていいまますす。。本本検検証証でではは、、試試験験ララボボ内内にに設設置置ししたた表表示示板板（（距距離離：：44mm、、66mm、、88mm））とと視視程程距距

離離ととのの関関係係をを検検証証可可能能でで、、監監視視カカメメララ映映像像技技術術開開発発にに役役立立ちちまますす。。  

・・試試験験項項目目：：  霧霧試試験験  

・・視視程程距距離離：：  99mm、、77mm、、55mm  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

５５GG通通信信はは、、無無人人自自動動運運転転ササーービビスス（（レレベベルル44））のの時時のの交交通通情情報報（（IITTSS、、VVIICCSS))やや車車両両セセンンササーー情情報報通通信信にに活活

用用さされれまますす。。特特にに、、水水分分量量のの多多いい雪雪はは、、車車両両ややアアンンテテナナへへのの付付着着がが多多くく、、電電波波減減衰衰のの原原因因ととななりりまますす。。  

全全天天候候型型試試験験ララボボでではは、、雨雨⇒⇒みみぞぞれれ⇒⇒雪雪ななどど自自然然環環境境のの再再現現がが可可能能でですす。。そそここでで、、車車両両ややアアンンテテナナへへのの

着着雪雪状状態態をを、、人人工工的的なな降降雪雪試試験験とと、、実実際際のの自自然然環環境境をを模模擬擬ししたた雨雨かかららみみぞぞれれ、、雪雪にに変変化化ししたた場場合合のの着着雪雪状状

態態をを評評価価可可能能でで、、新新たたななセセンンササーーややアアンンテテナナのの技技術術開開発発にに役役立立ちちまますす。。  

・・試試験験項項目目：：  着着雪雪試試験験  

・・着着雪雪条条件件：：  人人工工的的なな着着雪雪、、自自然然環環境境をを模模擬擬ししたた着着雪雪（（雨雨⇒⇒みみぞぞれれ⇒⇒雪雪））のの着着雪雪  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

着雪試験（⾃動運転センサーやアンテナの評価） 

霧試験（監視カメラ映像の評価） 

⾞両への⼈⼯着雪状態（着雪は雪や⼿で簡単に除去可能） アンテナへの⾃然環境模擬着雪状態（着雪が氷結し除去不能） 

初期状態（霧無し） 視程距離︓9m 

視程距離︓7m 視程距離︓5m 
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